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令和7年度 第２回　　　　　


４回





あすなろ大学公開自主講座





「～祖父の足跡を訪ねて～


千代じぃと『晩成社』と北海道の開拓」








第一部





明治初期に故郷伊豆から単身北海道へ渡り、帯広開拓の草分け『晩成社』に係わったと伝え聞く祖父 内田千代松


その不確かな足跡を追って伊豆・帯広をたずね、開拓史の研究者に話を聞き、関連書籍を読みました。





北海道の開拓を日本近代化政策の主要な柱と位置づけ、総力で取り組んだ明治政府の姿


様々な立場で北の大地に挑み根を下ろしていった移民たち


激動の時代を懸命に生き抜いた家族の喜びと悲しみ


多くの人生に出会う旅になりました。
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　　　　　　　　　発表者：あすなろ大学　２年生　内田美保子





帯広百年記念館所蔵





「学校で習わなかった『大航海時代』の実相」








大航海時代以前のユーラシア大陸の南方海域（ペルシャ湾、アラビア海、インド洋、東南アジア海域、南シナ海、東シナ海）では、広域で公平で豊かな交易が行われていた。


そこに西からやってきた大航海時代の先駆者ヴァスコ・ダ・ガマは、この地域と自国との大きな経済格差に衝撃を受ける。そしてそのことで、ポルトガルなど西ヨーロッパ諸国が、この海域の富を求めて覇権を争うことになる。


10代で学び終った世界史を、80代となった元技術屋が学び直す。習わなかったことに真実があるようで面白い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


















































　発表者：あすなろ大学　15年生　進藤正昭





第二部





令和7年　11月21日（金）　１３：３０～１５：３０




















東地区文化センター１階第１集会室





参加無料(申込不要)・会場に直接お越しください





出典：増田義郎他2名共著「大航海時代」福武書店1986年





＜主催・問い合わせ先＞座間市立東地区文化センター・あすなろ大学（TEL046-253-0781）


ホームページ：http://www.asunarozama.com（QRコード⇨）


「あすなろ大学」は同センターと受講生で作るシニアの生涯学習学級です。








